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気象・天気 名前

問1 天気図記号において、中心が二重丸で、その記号から北西（左上）の向きに一本の棒が伸び、その棒の先端付近に5本の長い羽根がついているも
のが表す観測結果として、正しい組み合わせはどれですか。 （2014年 愛媛県公立入試 類似）

1. 天気は「快晴」、風向は「北東」
、風力は「5」

2. 天気は「くもり」、風向は「北西
」、風力は「5」

3. 天気は「くもり」、風向は「南東
」、風力は「5」

4. 天気は「雨」、風向は「北西」、
風力は「4」

問2 寒冷前線の断面における空気の動きについて、寒気が暖気の下に入り込み、暖気を押し上げる理由を、密度の観点から説明したものとして最も
適切なものはどれですか。 （2025年 宮城県公立入試 類似）

1. 寒気は暖気よりも温度が低く密度
が大きいため、暖気の下に潜り込み
、軽い暖気を上空へ押し上げるから

2. 寒気と暖気は密度が等しいため、
進行方向にある暖気が勢いに押され
て上方へ逃げるから

3. 暖気は寒気よりも水蒸気を多く含
み密度が大きいため、寒気の下に潜
り込み、冷たい空気を押し上げるか
ら

4. 寒気は暖気よりも気圧が低いため
、暖気を吸い込むようにして上空へ
持ち上げるから

問3 日本付近（北半球）を覆う高気圧の性質について、中心付近における空気の動きと、それによって生じる天気の傾向を説明したものとして、最
も適切なものはどれか。 （2021年 福岡県公立入試 類似）

1. 上空から空気が降りてくる下降気
流によって雲が消えやすく、地表付
近では時計回りに風が吹き出すため
、一般に天気は良い。

2. 上空から空気が降りてくる下降気
流によって雲が消えやすく、地表付
近では反時計回りに風が吹き出すた
め、一般に天気は良い。

3. 地表から空気が昇っていく上昇気
流によって雲が発生しやすく、地表
付近では時計回りに風が吹き込むた
め、一般に天気は悪い。

4. 地表から空気が昇っていく上昇気
流によって雲が発生しやすく、地表
付近では反時計回りに風が吹き込む
ため、一般に天気は悪い。

問4 冬から春へと季節が移り変わる二月から三月にかけて、日本海を低気圧が通過する際に吹く、その年初めての強い南寄りの風を「春一番」と呼
びます。この現象が起きる際、観測地点における気温と風向きの変化として最も適切な説明はどれですか。 （2019年 兵庫県公立入試 類似）

1. 日本海側にある低気圧に向かって
南からの温かい空気が流れ込むため
、気温が上がり、風向きは南寄りに
なる

2. 移動性高気圧の中心付近に覆われ
るため、風は穏やかになり、気温は
一日を通して平年並みで安定する

3. 日本海側にある低気圧から大陸の
冷たい空気が引き出されるため、気
温が下がり、風向きは北寄りになる

4. シベリア高気圧が勢力を強めるこ
とで西高東低の気圧配置が完成し、
気温が急激に下がり、風向きは北西
になる

問5 2月3日の18時頃から2月4日の午前0時にかけて、ある地点の気象データを記録したところ、気温が約16度から10度以下まで急激に下降しました
。また、同時刻に気圧が極小値を記録した後、上昇に転じていました。このとき、この地点で起こったと考えられる現象として適切なものを次
の中から選びなさい。 （2021年 千葉県公立入試 類似）

1. 移動性高気圧の中心の通過 2. 寒冷前線の通過 3. 放射冷却による気温の低下 4. 温暖前線の通過

問6 金属製のコップに室温と同じ温度の水を入れた後、氷水を少しずつ加えて水温を下げていく実験を行いました。コップの表面が曇り始めたとき
の温度を記録したとき、この温度の名称と、その時の空気の状態について適切な説明はどれですか。 （2017年 広島県公立入試 類似）

1. 露点と呼び、空気中の水蒸気量が
その温度の飽和水蒸気量よりも非常
に少なくなった状態である。

2. 露点と呼び、空気中の水蒸気量が
その温度の飽和水蒸気量と等しくな
った状態である。

3. 融点と呼び、コップの中の氷が溶
けて水蒸気が発生し始めた状態であ
る。

4. 沸点と呼び、空気中の水蒸気がす
べて水滴に変化し終えた状態である
。

問7 シベリア気団は大陸由来の「冷たく乾燥している」気団ですが、冬の日本海側ではこの気団の影響によってしばしば大雪が降ります。もともと
乾燥していた空気が、日本海側で多くの雪を降らせる理由を説明したものとして適切なものはどれですか。 （2019年 秋田県公立入試 類似）

1. 大陸からの冷たい空気が日本の太
平洋側にある湿った空気とぶつかり
合うため

2. 日本海側の地形が平坦であるため
、大陸の乾燥した空気が直接雪に変
化するため

3. 乾燥した冷たい空気が日本海を渡
る際、海面から熱と水蒸気を供給さ
れるため

4. 冬は日本海の海水温が急激に下が
り、空気中の窒素が結晶化するため

問8 気温26度の空気1立方メートルあたりの飽和水蒸気量が24.4g、気温20度のときの飽和水蒸気量が17.3gであるとします。気温26度で、1立方メ
ートルあたり17.3gの水蒸気を含んでいる空気を20度まで冷やしたとき、空気の状態はどうなりますか。 （2026年 島根県公立入試 類似）

1. 空気中の水蒸気が急激に蒸発し、
乾燥した状態になる。

2. 水蒸気の質量が飽和水蒸気量を超
えないため、変化は起きない。

3. 湿度が100%になり、水蒸気が水
滴となって現れ始める。

4. 飽和水蒸気量が大きくなるため、
湿度が低くなる。

問9 乾湿計において、湿球温度計の示度が乾球温度計の示度よりも低くなるのはなぜですか。その理由として適切な説明を選びなさい。 （2017年

広島県公立入試 類似）

1. 湿球を包むガーゼから水が蒸発す
るときに、周囲から気化熱を奪うた
め

2. 乾球温度計が直射日光の影響を直
接受けるように設計されているため

3. 湿球のガーゼに含まれる水が、周
囲の空気から熱を吸収して温度が上
がるため

4. 湿球の周りで水蒸気が水滴に変わ
るときに、周囲へ凝縮熱を放出する
ため

問10 日本の春の天気において、天気が数日程度の周期で変化する主な理由として正しい説明はどれですか。 （2020年 新潟県公立入試 類似）

1. 勢力を強めた太平洋高気圧が、日
本列島を広く覆い始めるため

2. 発達したシベリア気団から冷たい
空気が周期的に流れ込むため

3. 移動性高気圧と低気圧が、交互に
西から東へ通過するため

4. 停滞前線が日本付近に停滞し、低
気圧がその上を移動するため

問11 日本付近の天気は、高気圧や低気圧が交互に通過することによって、数日程度の周期で変化します。これらの気圧配置を移動させる要因となっ
ている、日本列島の上空を吹く強い風の名称と、その風によって気圧配置が移動する方向の組み合わせとして正しいものはどれですか。 （2021年

千葉県公立入試 類似）

1. 季節風によって、北から南へ移動
する

2. 偏西風によって、西から東へ移動
する

3. 偏西風によって、東から西へ移動
する

4. 季節風によって、南から北へ移動
する

問12 ある日の午前九時に乾湿計を用いて観測したところ、乾球温度は十三度であり、湿度は四十五パーセントであった。乾湿計用湿度表において、
縦軸の乾球温度「十三度」と、表内の湿度「四十五パーセント」が交差する列を確認したところ、乾球と湿球の示度の差は五度であることが示
されていた。このときの湿球温度として適切な数値を選びなさい。 （2023年 愛知県公立入試 類似）

1. 五度 2. 十三度 3. 十八度 4. 八度

問13 天気図記号において、観測地点における風の状態を表す「風向」の定義として、正しい説明はどれですか。 （2023年 岩手県公立入試 類似）

1. 雲が流れていく方向 2. 高気圧の中心がある方向 3. 風が吹いてくる方向 4. 風が吹き去っていく方向
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答え合わせ・解説
問1 答え 2

天気は「くもり」、風向は「北西」、風力は
「5」

天気図記号において、中心の二重丸は天気が「くもり」であることを示します。中心から伸び
る棒の向きは、風が吹いてくる方位である「風向」を表すため、棒が北西（左上）を向いてい
る場合は北西の風となります。また、棒の先端についた羽根の数は「風力」を表し、長い羽根
が5本あることから風力5と判断します。

問2 答え 1
寒気は暖気よりも温度が低く密度が大きいた
め、暖気の下に潜り込み、軽い暖気を上空へ
押し上げるから

空気は温度が低いほど密度が大きく（重く）、温度が高いほど密度が小さく（軽く）なります
。寒冷前線では、重い寒気が移動していく先に軽い暖気があるため、寒気が暖気の下側に潜り
込む形で進みます。その結果、行き場を失った暖気が上空へと押し上げられ、上昇気流が形成
されます。

問3 答え 1
上空から空気が降りてくる下降気流によって
雲が消えやすく、地表付近では時計回りに風
が吹き出すため、一般に天気は良い。

高気圧の中心部では下降気流が生じています。空気が下降すると断熱圧縮によって温度が上が
り、湿度が下がるため、雲が蒸発して消えやすくなります。このため高気圧の中心付近では一
般に晴天となります。また、地表付近ではこの空気が時計回りに回転しながら外側へ吹き出し
ています。

問4 答え 1
日本海側にある低気圧に向かって南からの温
かい空気が流れ込むため、気温が上がり、風
向きは南寄りになる

春一番は、日本海を発達しながら進む「日本海低気圧」に向かって、太平洋側から暖かく湿っ
た空気が強く流れ込む現象です。このため、風向は南寄りとなり、気温は一時的に上昇します
。低気圧が通過した後は、再び冬型の気圧配置に戻って気温が下がることが多いのも特徴です
。

問5 答え 2
寒冷前線の通過

短時間で気温が数度以上も急激に下がり、同時に気圧が極小値を経て上昇に転じていることか
ら、寒冷前線の通過と判断できます。放射冷却でも気温は下がりますが、気圧が極小値から上
昇に転じるという特徴的な変化は前線の通過による気圧配置の変化を示すものです。

問6 答え 2
露点と呼び、空気中の水蒸気量がその温度の
飽和水蒸気量と等しくなった状態である。

空気が冷やされて温度が下がると、飽和水蒸気量が減少します。空気に含まれる水蒸気量がそ
の温度の飽和水蒸気量に達すると、入りきらなくなった水蒸気が水滴となって現れます。この
現象が始まり、湿度が100％に達した時の温度を露点といいます。

問7 答え 3
乾燥した冷たい空気が日本海を渡る際、海面
から熱と水蒸気を供給されるため

シベリア気団から吹き出す冷たく乾燥した季節風は、比較的暖かい日本海の上を通過する際に
、海面から大量の水蒸気と熱を受け取ります。これにより空気は湿潤で不安定な状態になり、
雪雲が発達します。この雲が日本の山脈にぶつかって上昇することで、日本海側に大雪をもた
らします。

問8 答え 3
湿度が100%になり、水蒸気が水滴となって
現れ始める。

気温26度で17.3gの水蒸気を含んでいる空気を20度まで冷却すると、20度の飽和水蒸気量で
ある17.3g/m³と、実際に含まれている水蒸気量が等しくなります。このときの温度を露点と
いい、湿度は100%に達します。これよりわずかに温度が下がるだけでも、含みきれなくなっ
た水蒸気が凝結して水滴が現れます。

問9 答え 1
湿球を包むガーゼから水が蒸発するときに、
周囲から気化熱を奪うため

湿球の球部は水で湿らせたガーゼで覆われています。この水が蒸発して水蒸気になる際、周囲
の熱（気化熱）を奪っていくため、湿球の温度は乾球（気温）よりも低くなります。空気が乾
燥しているほど蒸発が盛んになり、温度差がより大きくなるという原理を利用しています。

問1
0

答え 3
移動性高気圧と低気圧が、交互に西から東へ
通過するため

春の日本付近では、揚子江気団から切り離された移動性高気圧と、発生した低気圧が交互にや
ってくる。これらが上空の偏西風に乗って西から東へと移動することで、晴れと雨が数日おき
に繰り返される周期的な変化が起こる。シベリア気団は冬、太平洋高気圧は夏、停滞前線は梅
雨や秋雨の特徴であるため、春の周期変化の説明としては適さない。

問1
1

答え 2
偏西風によって、西から東へ移動する

日本が位置する中緯度帯の上空には、一年中、西から東へと向かって吹く偏西風が存在します
。移動性高気圧や低気圧はこの偏西風の流れに乗って西から東へと運ばれるため、日本の天気
は周期的に、かつ西から順に変化していくという特徴を持ちます。

問1
2

答え 4
八度

乾湿計では、水の蒸発によって熱が奪われるため、湿球温度は乾球温度（気温）よりも低くな
ります。問題文より、乾球温度が十三度で、乾球と湿球の示度の差が五度であることが示され
ているため、湿球温度は「乾球温度 － 温度差」という計算により、十三 － 五 ＝
八度となります。

問1
3

答え 3
風が吹いてくる方向

天気図における風向は、観測地点に対して「どちらの方角から風が吹いてくるか」を基準に、
16方位で表されます。例えば、北から南に向かって風が吹いている場合、その地点の風向は「
北」となります。


